
平成２７年１１月

市川市 福祉部

～支えあう地域を目指して～
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次第

１．市川市の介護保険の現状

２．総合事業

３．地域包括ケアシステムについて

４．そのために・・・

５．最後に・・・
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「平成25年度公的介護保険制度の現状と今後の役割」厚生労働省資料より抜粋

○ 高齢化の進展に伴い、要介護高齢者の増加、介護期間の長期化など、介護ニーズ
はますます増大。

○ 核家族化の進行、介護する家族の高齢化など、要介護高齢者を支えてきた家族を
めぐる状況も変化。

介護保険導⼊の経緯・意義

高齢者の介護を社会全体で支え合う仕組み（介護保険）を創設

○ 自立支援 ・・・・・・・・高齢者の自立を支援することを理念とする

○ 利用者本位 ・・・・・・利用者の選択により、多様な主体から保健医療サービス、
福祉サービスを総合的に受けられる

○ 社会保険方式 ・・・・給付と負担の関係が明確



～人口分布と将来推計～
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2015（平成27)年市川市人口構成

5

男



5891

5851

5993

6597

8542

10414

9685

9657

9415

10018

11016

13237

15435

18434

16382

13071

9208

7052

6687

5589

5584

5796

6368

8125

10163

10020

10000

10027

10180

11365

13291

15502

18705

16375

13206

10167

9831

13524

0 5,000 10,000 15,000 20,000 25,000

05,00010,00015,00020,00025,000

0～4歳

5～9歳

10～14歳

15～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90歳以上

2040(平成52)年市川市人口構成 国立社会保障・人口問題研究所『日本の地域別将来推計人口（平成25年3月推計）』

男 女

6



7

※市川市
平成１２年は国勢調査、ただし年齢不詳人口は除く。
平成２１年から２６年までは住民基本台帳人口（外国人人口含む）の各年９月末日現在の数値。
平成２７年以降はコーホート変化率法による推計値。

※国
平成２６年までは総務省統計局による各年１０月１日現在の数値。
平成２７年以降は、国立社会保障・人口問題研究所による「日本の将来人口推計（平成２４年１月推計）」による数値。

高齢化率の国との比較
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※市川市
平成１２年は国勢調査、ただし年齢不詳人口は除く。
平成２１年から２６年までは住民基本台帳人口（外国人人口含む）の各年９月末日現在の数値。
平成２７年以降はコーホート変化率法による推計値。

※国
平成２６年までは総務省統計局による各年１０月１日現在の数値。
平成２７年以降は、国立社会保障・人口問題研究所による「日本の将来人口推計（平成２４年１月推計）」による数値。

後期高齢者人口の割合の国との比較
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要支援・要介護認定者数の内訳の推計
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市川市における各指標の推計
(第6期介護保険事業計画における市の推計）

平成26年 平成37年(2025年) 増加率

要介護(要支援）認定者 1.5万人 2.8万人 1.9倍

７５歳以上人口 4.0万人 7.1万人 1.8倍

保険給付費 225億円 431億円 1.9倍

介護保険料(1月あたり） 4,660円 8,000円程度 1.7倍

(参考)介護保険料の推移と平成37年度の見込
基準月額 増加率（対第1期）

第１期 平成１２～１４年度 2,840円 －

第２期 平成１５～１７年度 3,140円 1.1倍

第３期 平成１８～２０年度 3,700円 1.3倍

第４期 平成２１～２３年度 3,840円 1.4倍

第５期 平成２４～２６年度 4,660円 1.6倍

第６期 平成２７～２９年度 5,310円 1.9倍

参考 平成３７年度 8,000円程度 約２.９倍
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平成26年2月全国介護保険担当課長会議資料（厚生労働省）より抜粋

国の介護給付と保険料の推移
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国による介護職員の推移と見通し １

（平成2７年６月2４日 社会保障審議会福祉部会 福祉人材確保専門委員会 資料）



国による介護職員の推移と見通し ２

2025(平成37)年に約37.7万人の介護人材が不足するとの見通し

（平成2７年６月2４日 社会保障審議会福祉部会 福祉人材確保専門委員会 資料）
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～高齢者人口等の推移からみえるもの～
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～平均寿命と健康寿命～
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厚生労働省資料より抜粋
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厚生労働省資料より抜粋
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*

厚生労働省資料参照



（介護予防・日常生活支援総合事業）

～どう変わるのか～
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現行の介護予防サービス
（要支援１・２の方が受けられる）

介護予防訪問介護（ホームヘルプ）
介護予防通所介護（デイサービス）

介護予防訪問リハビリテーション
介護予防通所リハビリテーション
介護予防訪問入浴介護
介護予防訪問看護
介護予防居宅療養管理指導

など

介護予防・日常生活支援総合事業
(通称・総合事業）

総合事業
移
行
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「介護予防・日常生活支援総合事業の推進に向けて」厚生労働省資料より抜粋
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生活支援
（訪問型）

自宅を訪問する
サービス

訪問介護

①介護保険と同じ訪問介護サービス

サービスの種類が増えます

立ち上げや運営を
応援する

通所介護

①介護保険と同じ通所介護サービス

サービスの種類が増えます

介護予防
（通所型）

事業所などに通う
サービス

サービスの拡充

②介護保険よりも基準を緩和した
事業所が行う家事援助サービス

③ボランティアの方など、
住民運営の家事援助サービス

拡充

②介護保険よりも基準を緩和した
事業所が行うミニデイサービス

③ボランティアの方など、
住民運営のサロンや体操教室

拡充
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これまでと同じサービスが受けられるか
保険料はいまの２倍
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介護予防訪問介護または介護予防通所介護を利用している要支援者1,803名の
介護予防訪問介護の提供サービスの内容
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（平成27年1月のケアプランに基づき分析（重複利用あり））
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できそう！
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高齢でも元気な方は、
仕事やボランティアとして
サービス・支援の担い手となり
活躍しやすい「地域づくり」をして
いく

元気に活躍して
生きがいとやりがいを
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～ここからは、地域で生活する皆さんの立場のお話～
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地域包括ケア研究会「地域包括ケアシステムの構築における今後の検討のための論点」（平成25年３月）より

自助：・介護保険・医療保険の自己負担部分
・市場サービスの購入
・自身や家族による対応

互助：・費用負担が制度的に保障されていないボラン
ティアなどの支援、地域住民の取組み

共助：・介護保険・医療保険制度による給付

公助：・介護保険・医療保険の公費（税金）部分
・自治体等が提供するサービス

○地域包括ケアシステムの構築に当たっては、「介護」「医療」「予防」といった専門的サービスの前提とし
て、「住まい」と「生活支援・福祉」といった分野が重要である。
○自助・共助・互助・公助をつなぎあわせる（体系化・組織化する）役割が必要。
○とりわけ、都市部では、意識的に「互助」の強化を行わなければ、強い「互助」を期待できない。

支えあいによる地域包括ケアシステムの構築について
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総合事業
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33

総合事業
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～今まで取り組んできたこと

今、取り組んでいること、これから取り組むこと～
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☆地域活動を意識した地区割りの変更

自治会連合協議会と

地区社協の区割りに合わせる形！

高齢者サポートセンターの担当圏域

自治会連合協議会・地区社協の圏域

地域と専門機関の顔が見える関係

曽谷

菅野・須和田
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セカンドライフの中で

●仕事をしたい
●役割がほしい
●家事の経験を生かしたい
●人とふれあいたい
●地域との接点がほしい

・・・と思ったとき、総合事業に参加する
ことが実現手段の一つになる



～困ったときは、高齢者サポートセンターへ～
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番号 センター名 担当地区 所在地 電話番号

①
高齢者サポートセンター

国府台
国府台 国府台5-25-4 ☎373-6539

②
高齢者サポートセンター

国分
国分、中国分、北国分、
東国分、稲越町、堀之内

東国分1-27-18 ☎318-5565

③
高齢者サポートセンター

曽谷
曽谷 曽谷5-13-4 ☎371-6161

大町537 ☎338-6595

南大野2-3-19
（大柏出張所内） ☎303-9555

⑤
高齢者サポートセンター

宮久保・下貝塚
宮久保、下貝塚 下貝塚3-31-2 ☎373-0763

⑥
高齢者サポートセンター

市川第一
市川、市川南3・4丁目
真間1丁目

市川南1-1-1-301
（ｻﾞ　ﾀﾜｰｽﾞｲｰｽﾄ3階） ☎700-5139

⑦
高齢者サポートセンター

市川第二

市川南1・2・5丁目、新田、
平田、大洲、大和田、
東大和田、稲荷木

大洲1-18-1
（急病診療・ふれあいｾﾝ
ﾀｰ2階）

☎320-3105

⑧
高齢者サポートセンター

真間
真間2丁目～5丁目 真間2-3-11 ☎322-8811

⑨
高齢者サポートセンター

菅野・須和田
菅野、須和田、東菅野

菅野6-18-21
ﾏﾏｾﾝﾄﾗﾙﾊｳｽ1階 ☎326-7737

⑩
高齢者サポートセンター

八幡
八幡、南八幡

南八幡3-4-10
加藤ビル1階 ☎376-3200

⑪
高齢者サポートセンター

市川東部
北方町、本北方、北方、若宮、
中山、高石神、鬼越、鬼高

北方1-12-11
伊藤ﾋﾞﾙ1階 ☎334-0070

⑫
高齢者サポートセンター

信篤・二俣

田尻、高谷、原木、二俣、
二俣新町、東浜、上妙典、
高谷新町

高谷1854 ☎327-3366

⑬
高齢者サポートセンター

行徳

河原、下新宿、本行徳、関ヶ島、
伊勢宿、本塩、妙典、下妙典、
富浜、塩焼、末広、宝、幸、
加藤新田、高浜町、千鳥町

本行徳5525-4
丸大行徳ﾋﾞﾙ2階 ☎312-6070

⑭
高齢者サポートセンター

南行徳第一

押切、湊、湊新田、香取、
欠真間、相之川、広尾、
新井、南行徳、島尻

香取2-2-2 ☎359-6660

⑮
高齢者サポートセンター

南行徳第二
行徳駅前、入船、日之出、
福栄、新浜、塩浜

日之出17-9
ｱﾙﾃ102 ☎712-8022

市川市高齢者サポートセンター 一覧

高齢者サポートセンターでは、高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らしていけるよう、社会福祉士、主任ケアマネ
ジャー、保健師などの専門職員が健康や介護の相談など、さまざまな面から支援を行います。
お気軽にご相談ください。                                                                               　　　　　　 H27年10月現在

④
高齢者サポートセンター

大柏
大町、大野町、南大野、
柏井町、奉免町
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MEMO
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